
様式第二号の十三（第八条の十七の二関係）

令和 年 月 日

殿

提出者

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

令和 年 月 日 から 令和 年 月 日 まで

・燃えやすい廃油

処分業者にて焼却

・燃えやすい廃油

処分業者にてその他中間処理

・汚泥(基準値を超える有害物質を含むもの)

処分業者にてその他中間処理

・廃アルカリ(基準値を超える有害物質を含むもの)

処分業者にて中和

（日本産業規格　A列４番）

の一連の処理の工程

（第１面）

 当該事業場において現に行っている事業に関する事項

電話番号

氏名

　　　E28 電子部品・デバイス・電子回路製造業

特別管理産業廃棄物処理計画書

新潟県魚沼市田戸61番地1号

7 4 1 8 3

事業場の所在地

新 潟 県 知 事

7

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

31計 画 期 間

シンコー株式会社事 業 場 の 名 称

新潟県魚沼市田戸61番地1号

シンコー株式会社
工場長　村山 元樹

6 16

025-794-4041

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

住所

　　　56,520万円

　　　55名

①事業の種類

④特別管理産業廃棄
物

②事業の規模

③ 従 業 員 数



（管理体制図）

　　 別紙のとおり

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（第２面）

燃えやすい
廃油

汚泥 廃アルカリ

ｔｔ 4.32 ｔ 1.39 ｔ ｔｔ 78.53

　
①
現
状

ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

4.30 ｔ 1.40

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

燃えやすい
廃油

・排出量抑制を考慮した製造方法の検討、実施

 特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

　
②
計
画

【目標】

ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

排 出 量

燃えやすい
廃油

0.56

ｔ

排 出 量 0.55 ｔ

ｔｔ ｔ

 特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ排 出 量

ｔ

排 出 量

ｔ

【前年度 実績】6

　
②
計
画

・上記取り組みの継続的な実施

・上記取り組みの継続的な実施

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

78.50

ｔ

 特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

・廃棄物分別の基準を明確にし、保管場所に表示区分を行い、分別を徹底している

　
①
現
状

ｔ ｔ

燃えやすい
廃油

汚泥

ｔｔ

廃アルカリ



（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う特別

管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

管理産業廃棄物の量

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

・特に実施しておりません

管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量

自ら再生利用を行う特別

管理産業廃棄物の量

自ら再生利用を行う特別

管理産業廃棄物の量

自ら熱回収を行った特別

管理産業廃棄物の量

ｔ

ｔ ｔ

・実施の予定はなし

0.00 ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ

・実施の予定はなし

ｔ

燃えやすい
廃油

汚泥 廃アルカリ

ｔ

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ ｔｔ

 自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

自ら熱回収を行った特別

ｔ ｔ

　
①
現
状

【前年度 6

　
②
計
画

【目標】

0.00

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

自ら熱回収を行う特別

実績】

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

燃えやすい
廃油

ｔ 0.00

0.00 ｔ 0.00 ｔ

【前年度 実績】6　
①
現
状

・特に実施しておりません

　
②
計
画

【目標】

ｔ

ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

ｔ ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

自ら再生利用を行った
特別管理産業廃棄物の量

燃えやすい
廃油

（第３面）

燃えやすい
廃油

汚泥 廃アルカリ

ｔ

 自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

ｔ

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

ｔ ｔ

ｔｔ ｔｔ

0.00 ｔ

ｔ

ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

燃えやすい
廃油

燃えやすい
廃油

汚泥 廃アルカリ

ｔｔ
自ら再生利用を行った
特別管理産業廃棄物の量

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ ｔｔ

ｔｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔｔ ｔｔ

ｔ 0.00

ｔ 0.00

ｔ ｔ

ｔ 0.00

ｔ ｔ

ｔ

0.000.00 ｔ 0.00

ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔｔ

ｔ

ｔ

燃えやすい
廃油

燃えやすい
廃油

汚泥 廃アルカリ

ｔｔ

0.00 ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔｔ

ｔ ｔｔ ｔ



（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）
業者への処理委託量

へ の 処 理 委 託 量

再 生 利 用 業 者

への処理委託量

認定熱回収業者

認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

優良認定処理業者

自 ら 埋 立 処 分
を 行 っ た 特 別 管 理
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 埋 立 処 分

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託量

自 ら 埋 立 処 分
を 行 っ た 特 別 管 理
産 業 廃 棄 物 の 量

を 行 う 特 別 管 理
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 埋 立 処 分
を 行 う 特 別 管 理

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

ｔ

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔｔ

ｔ

ｔ

ｔｔ 0.00 ｔ 0.00

0.00 ｔｔ

ｔ

ｔ

ｔｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

汚泥 廃アルカリ

ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

燃えやすい
廃油

燃えやすい
廃油

ｔｔ0.00 ｔ

ｔｔ ｔ ｔｔ

（第４面）

燃えやすい
廃油

汚泥 廃アルカリ

【前年度 実績】6

ｔｔ 0.00 ｔ 0.00

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

燃えやすい
廃油

0.00 ｔ ｔ

　
①
現
状

・特に実施しておりません。

　
②
計
画

【目標】

ｔ

ｔ

ｔ 0.00 ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

ｔｔ

0.00

ｔ ｔ ｔ

　
①
現
状

【前年度 6

優良認定処理業者

へ の 処 理 委 託 量

再 生 利 用 業 者

全処理委託量 0.56

・法規・条例の情報収集
　定期的に法規・条例の改正についての情報を入手し、社内規定類へ反映させ、全社へ展開する。

実績】

燃えやすい
廃油

汚泥 廃アルカリ

0.56 ｔ 4.32

0.00 ｔ 0.00

ｔ ｔ

4.32 ｔ 1.39 ｔ

ｔｔ

・実施の予定はなし。

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

燃えやすい
廃油

ｔ ｔ

産 業 廃 棄 物 の 量

 自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

 特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

ｔ 78.53 ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔｔ

0.00

ｔ

ｔ

ｔ 0.00

全処理委託量

0.00 ｔ

ｔ 78.53 ｔ1.39 ｔ

ｔ ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

への処理委託量
認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う

ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔｔ

ｔ



（今後実施する予定の取組）

（ 年度）

（今後実施する予定の取組等）

ｔｔ ｔ

再 生 利 用 業 者

への処理委託量

業者への処理委託量

認 定 熱 回 収 業 者

認定熱回収業者

への処理委託量

再 生 利 用 業 者

への処理委託量

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

認 定 熱 回 収 業 者

ｔ ｔ ｔ

以外の熱回収を行う

全処理委託量 ｔ ｔ

優良認定処理業者

へ の 処 理 委 託 量

業者への処理委託量

ｔ ｔ

ｔ

以外の熱回収を行う

ｔ

ｔｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔｔ

ｔ

ｔ

ｔｔ

ｔｔｔｔ 1.40 ｔ ｔ

ｔ 1.40
優良認定処理業者

へ の 処 理 委 託 量
4.30

0.00

0.00
認定熱回収業者

への処理委託量

ｔ 0.00 ｔ 0.00

ｔ 0.00

（第５面）

　
②
計
画

【目標】

0.55 ｔ

特 別 管 理 産 業
廃 棄 物 の 種 類

燃えやすい
廃油

燃えやすい
廃油

汚泥 廃アルカリ

ｔ78.50全処理委託量 0.55 ｔ 4.30

ｔｔ ｔｔ ｔ

0.00 ｔ 0.00 ｔ ｔ

0.00ｔ ｔｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ 0.00 ｔ

※事務処理欄

・委託処理業者での処理状況の確認
・法規・条例の情報収集
　定期的に法規・条例の改正についての情報を入手し、社内規定へ反映させ、全社へ展開する。

ｔ ｔｔ

電子情報処理組織の使用
に関する事項

・現状は全て電子マニフェストを使用しているので、今後も電子マニフェストを使用していく。

78.50

ｔｔ ｔ

ｔ

ｔ

【前年度 6 実績】

特別管理産業廃棄物
排　　　出　　　量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。）

ｔ

0.00

ｔ

ｔ

ｔ

0.00 ｔ 0.00 ｔ

ｔ

ｔ ｔ

84.796 ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔｔ

ｔ

ｔ



第 面 について2 管理体制図

（別　紙）

登録Ｎｏ.　ＳQＥＭＳ-003　付表－６(8版)

作　　成：　2016年11月25日

改　　訂：　2024年04月01日

  ※QEMS責任者/各工場推進員により構成

※QEMS責任者/各部門推進員により構成 ※各部門推進員により構成

シンコー株式会社　環境管理組織図

組織体系内容

経営責任者（社長）

技
術
部
門

総

務
経
理
部

品
質
保
証
部

製
造
2
課

＝本社（堀之内）工場＝

安全衛生環境管理推進責任者/推進員

＝見附工場＝

安全衛生環境管理推進責任者/推進員

営
業
部
門

安全衛生環境管理委員会/事務局

技
術
部
門

＝第２工場＝

製
造
2
課

QEMS管理責任者

製
造
1
課

営
業
部
門

製
造
1
課

業
務
改
善
Gr

技
術
部
門

製
造
2
課

製
造
1
課

品
質
保
証
部

総
務
経
理
部

業
務
改
善
Gr


